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「かわさきパラムーブメント」の５つの方向性

「かわさきパラムーブメント」の取組を幅広い領域で展開していく 

ため、世界最大のスポーツと文化の祭典であるオリンピック・パラリ 

ンピックの特徴や、本市の持つ強みやポテンシャルを捉える５つの 

方向性（「ひとづくり」「スポーツ振興・健康づくり」「まちづくり」 

「都市の魅力向上」「先進的な課題解決モデルの発信」）を設 

定し、これまでの取組をさらに深めるとともに、２０２０年に向けた 

加速度的な推進を目指していく。 

【取組推進の考え方】 

また、「かわさきパラムーブメント」をより良い社会への変革につ 

ながる、市民を巻き込んだムーブメントとして展開させていくため、 

次の２つの取組の両輪で推進を図っていくものとする。

① 新たな総合計画と連動した本市の取組 

② 推進フォーラム等の提案に基づく多様な主体の連携による取組  

（２） 推進ビジョンの取組期間について 

大会終了後に取組の成果を検証し、２０２４年の市制１００周年や、その後のまちづくりにつながるレガシー形

成を見据え、２０１６年度から東京２０２０大会終了後の２０２１年度までの６年間を本推進ビジョンの取組期間

とする。 

また、東京大会に向けた機運の高まりや、大会組織委員会等の動向を踏まえ、各分野の取組を段階的に

拡充・進化させていくことや、新たな総合計画との整合を図るため、６年間に３つのフェーズを設定し、推進ビジョ

ンの見直しを行っていく。このたび策定する本ビジョンは、主に第１期推進期間の取組を中心に取りまとめを行うも

のである。 

 【検討経過】

2015 年２月   「2020 東京オリンピック・パラリンピックかわさきプロジェクト取組方針」策定・公表 

     ９月   検討部会において推進ビジョン策定に向けた中間まとめを実施  

    １０月   推進本部と外部との連携組織として、「かわさきパラムーブメント推進フォーラム」を設置 

    １１月   推進フォーラム「ひとづくり・おもてなし分科会」「まちづくり分科会」を開催 

スポーツ振興部会 

大会運営等支援部会 

経済振興・観光部会 

部 会

まちづくり推進部会 

プロジェクト推進本部幹事会 

2020 東京オリンピック・パラリンピック 

かわさきプロジェクト推進本部 

[庁内の推進体制] 

かわさきパラムーブメント 

推進フォーラム 

・有識者 

・関係機関 

・団体 

・企業  等で構成 

[外部との連携組織]

かわさきパラムーブメント推進ビジョン(案)の概要について 

２ 東京２０２０大会に向けた本市の基本方向と取組の考え方 

（１）「かわさきパラムーブメント」について 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて、本市は「かわさきパラムーブメント」をメインコンセプトに掲げ、２０２０年

のその先へとつながる新しい社会を市民と共に創る運動として発展させていく 

【かわさきパラムーブメント～その背景と目指すもの～】

将来の課題を先取りする 

少子高齢化、人口減少社会の到来を見据え、持続可能なまちづくりを進めていくため、一人ひとりが尊重され、能力を発揮

することができる環境づくりを進めていくことが重要である。 

パラリンピックに重点を置くということ

パラリンピックは大会を追うごとに参加国とその選手の数が増えていると言われています。このパラリンピックを未来につながるダイ

バーシティ（多様性）とインクルージョン（さまざまな人が自分らしく社会の中に混ざり合えること）の象徴と捉え、パラリンピックに重

点を置くという方針を打ち出す。 

「かわさきパラムーブメント」から市制１００周年へ 

パラリンピックを応援することにとどまらず、障害のある人が生き生きと暮らす上での障壁となっている、私たちの意識や社会環

境のバリアを取り除くことや、新しい技術でこれらの課題に立ち向かうことを「ムーブメント」として展開していくことを目指していく。

「かわさきパラムーブメント」が市内の隅々に行き渡ることで、東京２０２０大会終了後、さらには２０２４年の市制１００周年につ

ながる実践的な取組が進むと考えられる。 

１ 策定の目的 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機とした、誰もが暮らしやすいまちづくりを進めていくため、東京大会に向

けた本市の取組の方向性や目指すべきレガシーを明らかにし市民と共有するとともに、取組を計画的に進めていくた

め「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」を策定する。

資料１ 

フェーズⅠ
「開催につなげる取組期間」 
本市のビジョンを共有化し、取組の基
礎となるネットワークやしくみづくりを重
点的に推進

2016年度  2017年度      2018 年度   2019年度    2020年度  2021年度 

フェーズⅡ
「大会を成功させる取組期間」 
大会運営に向けた取組の推進と、
「かわささきパラムーブメント」を実践
する取組を展開 

フェーズⅢ
「未来につなげる取組期間」
東京2020大会を盛り上げる取組
の実施と、取組の振り返りに基づく
持続的な取組への発展 

第1期推進期間 第２期推進期間 第３期推進期間 

今後のスケジュール
２月１０日（水）  総務委員会報告、投げ込み 

   １５日（月）  かわさきパラムーブメント推進フォーラム第２回推進会議 

１６日（火）  パブリックコメント開始（３月１６日まで） 

３月 下旬     推進本部会議開催（パブリックコメント結果報告）、策定、公表 

４月 推進ビジョン（冊子）発行 １



３ 第１期推進期間（２０１６年度・２０１７年度）の主な取組 

５つの方向性に基づく本市の取組とともに、かわさきパラムーブメント推進フォーラムからの提案をもとにしたプロジェクトづくりを進める。 

〈大会後のレガシー〉
ユニバーサル化（バリアフリー化・多言
語化）の進んだ公共空間 
羽田空港を核とする成長戦略拠点 
連動した交通ネットワークの形成 

〈大会後のレガシー〉
誰もがスポーツに親しめる環境
健康づくりや生きがいにつながるスポーツ
や運動の習慣
アスリートを発掘・育成・支援する環境 

ひ
と
づ
く
り

[具体的な取組]
ボランティア活動の推進 
○スポーツイベント等におけるボランティアの募集 
○事前キャンプ受け入れに向けたボランティアの育成 
心のバリアフリーの推進 
○市内イベントにおける障害のある人の就労体験の実施 
○障害の有無に関わらず参加できるスポーツイベントの実施 
国際交流の推進 
○英国  交流事業 実施        構想  推進
○小学校における英語教育の推進 

〈大会後のレガシー〉
      文化（人材     意識）
心のバリアフリー
多文化共生の社会
国際社会に貢献できる人材
障害のある人に配慮した就労環境

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
健
康
づ
く
り

[具体的な取組] 
障害者スポーツの推進 
○障害者スポーツの推進組織の強化 
○障害のある人も参加できるスポーツ広場の定期開催 
○大規模スポーツ大会を通じたパラリンピック競技の普及促進 
○全国規模の障害者スポーツ大会の誘致・開催 
       体力向上 健康   
○スポーツパートナーによるスポーツ教室の実施 
○ジュニアアスリートの育成・強化 
○スポーツ・文化総合センターのオープンを契機としたスポーツ
推進 
ＪＯＣやＪＰＣとの連携の推進 
○オリンピアンの派遣によるスポーツ教室の実施 
○事前キャンプへの対応 

〈大会後のレガシー〉
多言語に対応した観光施設 
拠点化・ネットワーク化された観光資源 
市民 来訪者 ＩＣＴ 利用    環境
国内外に浸透した本市のブランドイメージ 
誰もが文化芸術に親しめる環境 

都
市
の
魅
力
向
上

[具体的な取組]
市内への集客・回遊性の向上 
○川崎駅北口  魅力発信施設 開設
○市内施設の回遊性の向上 
○観光ツアー商品の開発に向けた PR 
外国人観光客の増加に向けた取組 
○民間事業者 連携        向  取組 推進
○多言語対応による情報発信や施設案内 
○Wi-Fi 環境の充実 
文化・芸術の振興 
○オリンピック・パラリンピックをテーマとした企画の実施 
○コンサート等でのバリアフリープログラムの拡充 
○多様な主体による文化プログラムの実施

〈大会後のレガシー〉
高度 医療    対応した、革新的な
医薬品 医療機器 開発による国際的な
課題解決への寄与 
低炭素化の推進による地球環境問題解
決への寄与 
新たな福祉製品・サービスの創出による国
際的な高齢化の課題解決への寄与 
先端技術に関する世界的なプレゼンス 

[具体的な取組] 
先端技術の世界に向けた発信 
○殿町国際戦略拠点（          ） 形成
○水素関連技術の普及促進 
○環境先進都市としての特徴と強みを活かした国際社会への
貢献 
○環境配慮型社会の実現に向けた情報発信 
○福祉製品、サービスの開発企業との連携 
○ICＴ 活用  快適 利便性 高       推進
○スマートシティの推進 

先
進
的
な
課
題
解
決

モ
デ
ル
の
発
信

ま
ち
づ
く
り

[具体的な取組] 
交通環境の向上 
○UD      普及 利用環境 整備
○東京都、大田区等との交通ネットワーク構築 
案内表示 見直 
○（仮称）ユニバーサルデザイン方針に基づく取組の推進 
○川崎駅北口自由通路 整備   案内    設置
バリアフリー化の推進 
○駅 道路            化 推進
○スポーツ施設のバリアフリー化の推進 

推進フォーラム委員の提案に基づき、多様な主体の連携によるプロジェクトづくりに向けて、実施手法等の検討を進

めていく。 

【2016 年度から具体的な検討に入る主なプロジェクト】 

●アクセシブルシティかわさき（飲食店など商業施設のバリアフリーの状況に関する取材と情報発信）
●パラスポーツやってみるキャラバン（小中学校等でのパラスポーツを体験する巡回講座の実施）
●誰でも参加！インクルーシブなカワサキハロウィン（カワサキハロウィンの老若男女 障害者、健常者すべての人が楽しめる
仮装イベントとしてのプロジェクト化）
●宿泊施設のバリアフリー化促進プロジェクト（車  利用者     障害のある人に配慮した宿泊施設を増やすための
仕組みづくりの検討） 
【その他の委員提案】 
・障害   人 利用   施設      統一    検討
・ハラール食やベジタリアンへの対応などマイノリティに配慮した取組 
・空家 利活用等   障害者・高齢者への居住サービスの提供 など 

「かわさきパラムーブメント推進フォーラム」の提案に基づくプロジェクトづくり 

２



かわさきパラムーブメント推進ビジョン 

（案） 

平成２８（２０１６）年２月 

川 崎 市 

資料２ 



はじめに

２０２０年に東京でオリンピック・パラリンピックが開催されるまで、あと４年

足らずとなりました。５６年ぶりに東京で開催される夏のオリンピック・パラリン

ピックに、懐かしい想い出が蘇る人、繰り広げられるドラマに期待を寄せる人、今

はまだ関心の無い人、抱く思いはさまざまだと思います。私自身は夏のオリンピッ

ク・パラリンピックを目の当たりにするのは初めての経験で、今から東京 2020

大会を心待ちにしている一人ですが、それと同時に、このまちの未来に向けて、次

の世代に対して、この東京 2020 大会はどのような意味を持つのだろうというこ

とを考えずにはいられません。 

 川崎市は開催都市から最も近い都市の一つですから、直接競技会場に足を運んで

競技を観戦できる市民は多いでしょう。また、空港に隣接するなど立地の良さから、

多くの人が川崎を訪れることで経済波及効果も得られるかもしれません。しかし、

東京大会を一過性のイベントではなく、未来につながるマイルストーン（里程標）

として捉えたとき、それ以上の価値と、あと４年の間に私たちがなすべきことが見

えてくるように思います。 

 この「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」は２０２０年に向けて、川崎市

が進む方向性や、まちの未来像を取りまとめたものです。このビジョンを多くの市

民の皆さんと共有しながら、柔軟にそして着実に取組を進めてまいります。 

 このビジョンの取りまとめにあたりまして、「かわさきパラムーブメント推進フ

ォーラム」の皆さまに御尽力いただいたことにも心から感謝申し上げます。 

川崎市長 福田 紀彦 
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１ かわさきパラムーブメント推進ビジョンについて    

 策定の目的 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機とした、誰もが暮らしやすい

まちづくりを進めていくため、東京大会に向けた本市の取組の方向性や目指すべき

レガシーを明らかにし市民と共有するとともに、取組を計画的に進めていくため

「かわさきパラムーブメント推進ビジョン」を策定します。 

２ 東京２０２０大会に向けた本市の基本方向と取組の考え方について           

（１）「かわさきパラムーブメント」について 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて、本市は「かわさきパラム

ーブメント」をメインコンセプトに掲げ、２０２０年のその先へとつながる新しい

社会を市民と共に創る運動として発展させていきます。 

かわさきパラムーブメント その背景と目指すもの 
将来の課題を先取りする 

今、日本は少子高齢化、人口減少社会へと向かっていますが、この問題は人口

が増え続ける川崎市も例外ではありません。将来人口推計によると、東京２020 

大会が開催される２０２０年、本市の高齢化率は２１％を超え、２０30 年の

152.2 万人をピークにその後は減少へと転じていく見込みです。高齢化の進行

に伴い、心身に障害を持つ人や介護が必要な人が増えることが想定されますが、

持続可能なまちづくりを進めるためには、人口減少社会を見据え、一人ひとりが

尊重され、能力を発揮することができる環境づくりを進めていくことがとても重

要になります。 

  パラリンピックに重点を置くということ 

パラリンピックは大会を追うごとに参加国とその選手の数が増えていると言

われています。このパラリンピックを未来につながるダイバーシティ（多様性）

とインクルージョン（さまざまな人が自分らしく社会の中に混ざり合えること）

の象徴と捉え、パラリンピックに重点を置くという方針を打ち出しました。 
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「かわさきパラムーブメント」から市制１００周年へ 

そこから生まれたのが「かわさきパラムーブメント」の理念です。パラリンピ

ックを応援することにとどまらず、障害のある人が生き生きと暮らす上での障壁

となっている、私たちの意識や社会環境のバリアを取り除くことや新しい技術で

これらの課題に立ち向かうことを「ムーブメント」としてさまざまな分野で展開

していくことを目指しています。 

「かわさきパラムーブメント」が市内の隅々に行き渡ることで、東京2020

大会終了後、さらには２０２４年の川崎市制１００周年につながる実践的な取組

が進むと考えられます。 

   「かわさきパラムーブメント」の５つの方向性 

世界最大のスポーツと文化の祭典であるオリンピック・パラリンピックの特徴

や本市の強みを踏まえ、政策領域を幅広く捉える５つの方向性を設定し、これま

での取組の深化と加速度的な推進を目指します。 
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（２）推進ビジョンの取組期間について 

かわさきパラムーブメント推進ビジョンは、２０１６年度から東京 2020 大会 

終了後の２０２１年度までの６年間を取組期間としています。この計画期間は、大

会終了後に取組の成果を検証し、２０２４年の市制１００周年やその後のまちづく

りにつながるレガシーにつなげていくことを意図したものです。 

また、東京 2020 大会に向けた機運の高まりや、大会組織委員会等の動向を踏

まえ、各分野の取組を段階的に拡充・進化させていくことや、新たな総合計画との

整合性を図るため、６年間に３つのフェーズを設定し、推進ビジョンの見直しを行

います。本推進ビジョンでは主に第１期推進期間の取組を中心に取りまとめをいた

しました。 

フェーズⅠ
「開催につなげる取組期間」 
本市のビジョンを共有化し、取
組の基礎となるネットワークやしく
みづくりを重点的に推進 

2016 年度  2017 年度     2018年度   2019 年度    2020年度  2021 年度 

フェーズⅡ 
「大会を成功させる取組期間」 
大会運営に向けた取組の推進
と、「かわささきパラムーブメント」
を実践する取組を展開 

フェーズⅢ 
「未来につなげる取組期間」
東京2020大会を盛り上げる
取組の実施と、取組の振り返
りに基づく持続的な取組への
発展

第1期推進期間 第２期推進期間 第３期推進期間 
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３ 第１期推進期間（２０１６年度～２０１７年度）の主な取組

 (１) ひとづくり 

オリンピック・パラリンピックは、選手や観客など世界中から多くの人が集まる

と同時に数多くのボランティアが大会の運営や大会期間中のおもてなしを支えま

す。障害の有無や国籍の違いを越えて共に東京 2020 大会の感動を分かち合う、

その経験や活動のモデルは、市民一人ひとりが輝けるまちづくりに向けた大きな財

産となります。東京 2020 大会に向けたボランティア人材の育成や心のバリアフ

リー、国際交流を推進することで、心がつながり通い合う、「ひとづくり」のため

の取組を進めます。 

① ボランティア活動の推進  

大会会場から最も近い都市の一つとして、多くのボランティアが参加するこ

とで大会運営に積極的に協力できるよう、市内イベントの活用や関係団体との

連携によりボランティアの実践的な育成や、ボランティアへの関心を高める取

組を進めます。 

【具体的な取組】 

■ スポーツイベント等におけるボランティアの募集

多摩川ランフェスタ等の市主催の定期的なスポーツイベントにおいてボランティア

を募集し、東京2020 大会に向けたボランティアの発掘・育成の機会とします。 

〈大会後のレガシー〉 
      文化（人材     意識）
心のバリアフリー
多文化共生の社会
国際社会に貢献できる人材
障害のある人に配慮した就労環境

～第１期推進期間の具体的な取組～ 
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■ 関係団体との連携によるボランティア講座の開催

かわさき市民活動センター、川崎市社会福祉協議会、川崎市国際交流協会等との連

携により、さまざまな分野のボランティア講座を開催します。 

■ 事前キャンプ受け入れに向けたボランティアの育成 

市内中学校、高校、大学等との連携により、英国陸上チー

ムの事前キャンプ受け入れに向けたボランティアスタッフの

育成や体制づくりについて検討を進めます。 

② 心のバリアフリーの推進  

一人ひとりが違いを認め合い活かし合う体験を身近で楽しいイベントを通

じて積み重ね、心のバリアフリーを進めます。また、それらの取組をモデルに、

障害のある人の社会参加や就労機会の拡充に取り組みます。 

【具体的な取組】 

■ 市内イベントにおける障害のある人の就労体験の実施 

ピープルデザイン研究所との連携により、川崎フロンターレホームゲームなど市

内スポーツイベントや映画、音楽イベントなどで、福祉事業所に通う障害のある人

の就労体験を実施します。 

■ 障害の有無に関わらず参加できるスポーツイベントの実施 

多摩川ランフェスタ等、障害の有無に関わらず参加できるスポーツイベントや、

同時開催による障害者スポーツ体験を実施します。 

■ 障害者雇用・就労促進かわさきプロジェクトの実施 

障害があっても働く意欲を実現できる、自立と共生の社会をめざし、企業・当事

者・社会全体にアプローチした事業を実施します。勤務時間や就労携帯の工夫など、

障害のある人それぞれの状況に応じた働き方が可能となるよう実践的な取組を進め

ます。
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③ 国際交流の推進  

 オリンピックやパラリンピックの意義について理解を促進するとともに、事

前キャンプの受け入れ等を通じて国際交流の機会を創出することにより、多様

な文化を尊重する意識啓発や国際社会で活躍することができる人材育成に取

り組みます。 

【具体的な取組】 

■ 姉妹友好都市との交流の推進

2016 年に友好都市提携20周年を迎える韓国富川市と、サッカー 

交流を行います。また、英国シェフィールド市について、２０２０年の 

友好都市提携30周年に向けた交流事業の検討を進めます。 

■ 英国との交流事業の実施と「ホストタウン構想」の推進 

本市で事前キャンプを行う英国オリンピック委員会への協力を契機として英国とス

ポーツ、文化、教育、産業など幅広い分野での交流事業を実施します。また、これら

の取組については国が進める「ホストタウン構想」を活用します。 

■ 小学校における英語教育の推進 

グローバル社会の中で、積極的に外国人と英語でコミュニケーションする児童の育

成に向け、小学校における英語教育のさらなる推進に取り組みます。 

川崎国際多摩川マラソンで活躍するボランティア 

毎年秋 開催   川崎国際多摩川      200名にも上るボランティアが大会の運営を
支えています。2015 年度             混      障害のある方が給水ポイントに
て約 6,000 人のランナーの走りを支える側として就労体験を 
行      東京 2020 大会までに、大会運営に携わる障 
害者 割合  国民    障害者の割合である６％と同じ 
割合になるよう、「さまざまな人が混ざり合ってスポーツをする・ 
観る・支える」取組を推進します。 
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(２) スポーツ振興・健康づくり 

東京2020大会を契機として、スポーツや健康づくりへの関心を高め、「す

る・見る・支える」の視点からスポーツの推進を図ります。誰もが健康的で生

き生きと暮らすことのできるまちづくりに向けて、スポーツや運動に親しめる

環境づくりを進めるとともに、競技スポーツの振興に取り組むことにより、オ

リンピックやパラリンピックをはじめとする世界の舞台で活躍する川崎育ち

のアスリートを育成するための取組を進めます。 

① 障害者スポーツの推進  

障害のあるなしに関わらず、誰もが日常的にスポーツに親しめる環境づく

りを進めるため、障害者スポーツの拠点の充実や障害者スポーツの普及促進を

図ります。また、パラアスリートの支援や競技スポーツとしてのパラスポーツ

の魅力を伝える取組を進め、スポーツを通じたインクルーシブなまちづくりを

進めます。 

【具体的な取組】 

■ 障害者スポーツの推進組織の強化 

２０１５年１０月に創設した川崎市障害者スポーツ協会

の活動として、障害者スポーツに関する情報発信や団体間

のネットワークづくりのほか、障害者スポーツを体験でき

るイベントなど、障害者スポーツの普及に向けた取組を進

めます。 

～第１期推進期間の具体的な取組～ 

〈大会後のレガシー〉 
誰もがスポーツに親しめる環境
健康づくりや生きがいにつながるスポーツや運動の習慣
アスリートを発掘・育成・支援する環境 



8

■ 等々力陸上競技場プロジェクトの展開 

等々力陸上競技場をパラアスリートや地域障害者スポーツ団体の練習場所として

優先利用日を設定し、障害者スポーツの拠点としての活用を図ります。 

■ 民間施設を活用したパラアスリートへの練習場所の提供 

民間スポーツクラブ等と協定を締結し、パラアスリートに対して練習場所を提供

します。 

■ 障害のある人も参加できるスポーツ広場の定期開催

障害のある人の運動機会拡充に向けて、富士通スタジアム川崎等を会場に、スポ

ーツ広場を定期的に開催します。 

■ 小中学校等における障害者スポーツ体験講座の実施 

パラアスリートを講師に迎え、パラスポーツの魅力を体感する巡回講座を小中学

校等で開催します。 

■ 障害者スポーツ普及促進事業（かわさきインクルージョンモデル）の実施 

ボランティア人材の育成や情報発信など、障害者スポーツ普及のための仕組みに

ついてのモデル事業を通じた実践研究を行います。（スポーツ庁委託事業） 

■ 大規模スポーツ大会を通じたパラリンピック競技の普及促進 

国際陸上競技大会「ゴールデングランプリ陸上」などにおいて、競技種目の中に

パラアスリートのエントリーを行い、同じステージで競い合うことや、パラ競技種

目を実施することで、パラリンピック競技への関心を高めます。 

■ 全国規模の障害者スポーツ大会の誘致・開催

全日本アンプティサッカー選手権大会、全日本デフバレー選手権大会など、全国

規模の障害者スポーツ大会を誘致・開催し、障害者スポーツを観戦できる機会の充

実を図ります。 

■ 障害者スポーツを地域で支える指導者や支援者の育成 

初級障害者スポーツ指導員養成講習会を毎年１１月に実施するとともに、障害者

スポーツ普及促進事業（かわさきインクルージョンモデル）において、（仮称）障害

者サポーター認定制度の実践研究を行います。 
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② スポーツによる体力向上や健康づくり  

市民の生活を元気で生き生きとしたものにするために、スポーツや運動の機

会の充実に向けた取組を進めます。 

また、東京 2020 大会をはじめとした国際大会で活躍できる次世代アスリ

ートの育成に向けた取組や、スポーツの拠点となる施設の充実を図ります。 

【具体的な取組】 

■ 市民参加のスポーツイベントの開催 

多摩川ランフェスタや各区における地域の特色を活かしたスポーツイベントな

ど、市民が気軽に参加することができるスポーツイベントを開催します。また、そ

れらの活動を推進するため、地域人材であるスポーツ推進委員会と連携・協力して

いきます。 

■ 全国健康福祉祭（ねんりんピック）への選手派遣 

 高齢者の健康維持、社会参加、生きがいづくりのため、全国健康福祉祭（ねんり

んピック）に選手を派遣します。 

■ かわさきスポーツパートナーによるスポーツ教室の実施 

本市を拠点に活動するプロチーム・実業団チームに所属す

る選手やコーチを講師として招き、小中学生を対象としたス

ポーツ教室を実施します。 

■ ジュニアアスリートの育成・強化 

川崎市スポーツ協会を通じて、加盟する競技団体について、選手の育成、強化、

及び指導者育成に取り組みます。 

■ スポーツ・文化総合センターのオープンを契機としたスポーツ推進 

２０１７年にオープン予定のスポーツ・文化総合センターにおいて、オープン記

念のスポーツイベントを開催するなど、施設の開館を契機としたスポーツ推進を図

ります。 

■ 等々力陸上競技場の施設の充実 

等々力陸上競技場及び補助競技場について、国際大会や事前キャンプの円滑な開

催・運営に向けた施設の充実について取組を進めます。 
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③ ＪＯＣやＪＰＣとの連携の推進  

ＪＯＣパートナー都市協定に基づく取組の推進など、オ

リンピックやパラリンピックに向けた日本オリンピック

委員会（ＪＯＣ）や日本パラリンピック委員会（ＪＰＣ）

との連携を深め、大会運営やアスリート支援に向けた積極

的な協力体制を築きます。 

【具体的な取組】 

■ ＪＯＣ加盟団体への施設提供 

等々力陸上競技場をはじめとする市内施設を国内競技団体の練習会場として提供し

ます。また、川崎マリエンについては、ビーチバレーボール選手強化を支援する「Ｊ

ＯＣ競技強化センター」として施設を提供します。 

■ オリンピアンの派遣によるスポーツ教室の実施 

ＪＯＣパートナー都市協定に基づき、大規模スポーツ大会のサブイベント等におい

て、オリンピアンを招いたスポーツ教室や体験会を実施します。 

■ 事前キャンプへの対応 

ＪＯＣによるコーディネートや助言に基づき、英国をはじめとする事前キャンプの

受け入れに的確に対応します。 

等々力陸上競技場 舞台！     通            挑戦

ソニーコンピュータサイエンス研究所で義足を研究している遠藤謙氏やオリンピアンの為末大氏ら
 設立  Xiborg（     ）  陸上競技用 義足 開発 東京 2020 パラリンピックに出
場できる選手を育てるプロジェクトを進めています。本市はパラアスリートを支援する取組として
Xiborg に所属する義足のトップアスリート（春田純選手、佐藤圭太選手、池田樹生選手）の
練習場所    等々力陸上競技場 活用 進      
   ２０１５年 ３年   開催   国際陸上競技大

会            陸上    T43/44 クラスのパラリンピ 
ック男子 100m      行      男子走高跳   義
足アスリートが出場しパラアスリート達のパフォーマンスに１万人を 
超える観客が湧きました。今後も健常者と障害者が同一の大会 
 出場   取組 進         競技等 認知度向上  
スポーツを通じたインクルージョンを促進していきます。 
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(３) まちづくり 

東京 2020 大会の開催期間中には国内外からさまざまな人が本市を訪れます。

東京2020 大会を契機に、交通環境の向上をはじめ、駅周辺や公共的施設のバ

リアフリー化、多言語化に配慮した案内表示の充実など、ユニバーサルデザイ

ンを推進するとともに、交通ネットワークを戦略的に充実させることにより、

住む人・来る人にやさしい未来につながる「まちづくり」のための取組を進め

ます。 

① 交通環境の向上  

誰もが安全、安心、快適に移動できるまちづくりを進めるため、公共交通機

関のユニバーサルデザインを推進します。また、東京2020大会に向けたニー

ズを捉え、公共交通機能を戦略的に強化する取組を進めます。

【具体的な取組】 

■ ＵＤタクシーの普及や利用環境の整備 

誰でも利用可能な“みんな”にやさしいＵＤタクシーの導入補助を行うとともに、

ＵＤタクシーに対応した乗り場の整備を進めます。 

■ バス車内表示器等による多言語案内 

市内観光スポットを結ぶ路線において、多言語による音

声案内を行うとともに、全路線について多言語による車内停

留所表示を行います。 

■ 東京都、大田区等との交通ネットワーク構築 

羽田空港と川崎区殿町を結ぶ羽田連絡道路及び国道３５７号線の整備など道路整備

を契機とした羽田空港を中心としたエリアの新たな交通ネットワークの形成に向けて

国や関係自治体と協議を進めます。 

〈大会後のレガシー〉 
ユニバーサル化（バリアフリー化・多言語化）の進んだ公共空間 
羽田空港を核とする成長戦略拠点 連動した交通ネットワークの形成 

～第１期推進期間の具体的な取組～ 
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② 案内表示の充実  

統一感のある多言語案内サインの導入やピクトグラムの活用の推進など、公

共空間における案内表示の充実化を進めます。 

【具体的な取組】 

■ （仮称）ユニバーサルデザイン方針による取組   の推進 

2015 年度に取りまとめた（仮称）ユニバーサルデザイン

方針により、多言語に対応した案内サインの充実など本市の魅

力や住む人・訪れる人の利便性の向上につながる取組を推進し

ます。

■ 観光施設や防災施設等の案内表示板の多言語表記 

市内観光施設等の案内表示板の多言語化を進めるとともに、津波避難施設入口の標

識や一時滞在施設や広域避難所への誘導サイン等についても多言語化を進めます。災

害発生時に多くの帰宅困難者の発生が予想される川崎駅については、川崎アゼリアの

防災機能の強化を目的としたデジタルサイネージを設置し、４か国語による情報発信

を行います。 

■ 川崎駅北口自由通路の整備に伴う案内サインの統一化 

2017 年度に供用開始予定の川崎駅北口自由通路の整備に伴い、案内サインを新

設するとともに、駅前広場の既存案内サインを更新し、案内サインの統一化を図りま

す。 

③ バリアフリー化の推進 

駅や道路、観光施設、スポーツ施設等公共的な施設のバリアフリー化に向け

た取組を推進します。 

【具体的な取組】 

■ 駅・道路などにおけるバリアフリー化の推進 

市内 19地区におけるバリアフリー基本構想等に基づき、視覚障害者誘導用ブロッ

クの設置や歩道の勾配の改善など鉄道駅及びその周辺地域のバリアフリー化を重点的

に進めます。2015 年の川崎駅周辺地区に続き、2016 年度は溝口駅周辺、2017

年度は武蔵小杉駅周辺のバリアフリー基本構想を改定し、バリアフリー化に取り組み

ます。

■ 公共的施設のバリアフリー化の促進 

福祉のまちづくり条例に基づき、不特定多数が利用する公共的施設の新築、増改築
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等を行う場合に事前協議を義務付け、バリアフリー化を促進します。 

■ スポーツ施設のバリアフリー化の推進 

2015 年度までに実施した市内スポーツセンターの現地調査に基づき、2016 年

度から３か年で優先度の高い施設や項目についてのバリアフリー化を進めます。２０

１６年度はとどろきアリーナを対象に実施し、以後、順次他の施設について取組を実

施します。 

川崎 玄関口   魅力的 ！
 川崎駅北口自由通路2017年度供用開始 

１日平均 20 万人  乗車人員 誇 JR 川崎駅は市の玄関口とも言える存在。市では川崎駅周
辺を広域拠点として機能強化を図る取組を推進しています。2009 年 西口北駅前広場 整備 
2011 年 東口駅前広場 再整備 続  北口自由通路 新  改札口 整備 向  取組
を進めています。 
●ユニバーサルデザインの推進 
川崎駅東口駅前広場 連携  一体的 利用
ができるよう、エレベーター・エスカレーターの整備 
  分        計画   誰  利用 
やすい施設整備を進めています。 
●エコ化 
環境技術の展示場である川崎駅東口駅前広場と同様に、LED 照明   省     化     
素材 用  自然採光   昼間 消費電力 縮減    面  光触媒を塗装し、メンテナンス頻
度 低減化等 取組 進      
●魅力発信施設 開設
新設   北口自由通路   魅力発信 行政          複合機能 持 施設 設置 
   住 人 訪  人双方     便利 魅力的 施設     検討 進      

東京 2020 大会 向     利用者 増     予想   川崎駅 生  変   駅 交通 
情報発信の拠点となることが期待できます。 
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(４) 都市の魅力向上 

本市には歴史、文化、産業など多彩な地域資源があり、東京2020大会はそ

れらの魅力を国内外に発信するチャンスと考えられます。国や他都市等とも連

携しながら、市内の集客・回遊性の向上や、外国人観光客など本市を訪れる人

へのおもてなしのための取組を進め、国内外に向け本市の魅力を発信します。

また、文化芸術活動の面からも「かわさきパラムーブメント」につながる取組

を行い、誰もが文化芸術に親しめる環境づくりを進めるとともに、文化芸術の

振興により本市のブランド力を高めます。 

① 市内への集客・回遊性の向上 

観光案内や本市の魅力発信をさらに充実させるとともに、施設間の連携を推

進します。また、国や他都市等との連携による共同セールスや民間事業者との

連携による観光ツアー商品の開発など、市内への集客・回遊性の向上に向けた

取組を進めます。 

【具体的な取組】 

■ 川崎駅北口への魅力発信施設の開設 

２０１７年度に完成する川崎駅北口自由通路に魅力発信施設を開設し、多言語に

よる観光案内や、さまざまな手法による魅力発信の取組を展開します。

■ 市内施設の回遊性の向上 

市内博物館・美術館の共通利用券や生田緑地4館（日本民家園・かわさき宙と緑

の科学館・岡本太郎美術館、藤子・F・不二雄ミュージアム）の連携やスタンプラ

〈大会後のレガシー〉 
多言語に対応した観光施設 
拠点化・ネットワーク化された観光資源 
市民 来訪者 ＩＣＴ 利用    環境
国内外に浸透した本市のブランドイメージ 
誰もが文化芸術に親しめる環境 

～第１期推進期間の具体的な取組～ 
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リーの実施等により施設間の回遊性の向上を図ります。 

■ 観光ツアー商品の開発に向けたＰＲ 

産業観光、生田緑地、各種イベントなど、本市の観光資源のPRやモデルコース

の提案を民間事業者に行い、ツアーの開発を促進します。 

■ 他都市等と連携した観光振興策の推進 

九都県市等他都市との連携により、首都圏の魅力ある周遊ルートの設定や、近隣

美術館や博物館との共通割引の実施等に向けた検討を行います。 

② 外国人観光客の増加に向けた取組 

国・他都市や民間事業者等と連携しながら、国外に向けたセールスを展開す

るとともに、多言語対応による情報発信やサービスの提供、通信環境の充実に

向けた取組を進めます。 

 【具体的な取組】 

■ 民間事業者と連携したインバウンドに関する取組の推進 

本市と協定を締結した(株)ぐるなびや日本観光振興協会のほか、宿泊施設、鉄道

事業者、飲食店等と連携し、セミナーや旅行商品の開発等インバウンド誘客のため

の取組を行います。 

■ 国内外旅行博でのセールス展開 

市観光協会と共同で国内のトラベルマート等に参加するとともに、国外で開催さ

れる旅行博へ参加し、セールスを展開します。 

■ 多言語対応による情報発信や施設案内 

ホームページの多言語対応を推進するとともに、市観光協会との連携により、多

言語版観光ガイドブックの発行や多言語版観光ホームページを運営します。また、

藤子・F・不二雄ミュージアム等各観光施設において、多言語による情報発信や音

声ガイドの導入促進を図ります。 

■ Ｗｉ－Ｆｉ 環境の充実 

民間事業者との連携などにより、「かわさきWi-Fi」の取組を進め、市内のWi-Fi

利用エリアを拡大するとともに、利用者の利便性を考慮して、日本語を含めた英語、

中国語（簡体字・繁体字）、韓国語など11言語に対応したWi-Fi 接続アプリを活用

して接続の簡略化を図ります。 
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③ 文化・芸術の振興 

文化芸術活動を通じて、オリンピック・パラリンピックの理解の促進を図ると

ともに誰もが文化芸術活動に親しめる環境づくりや、文化芸術活動による川崎の

魅力発信に取り組みます。 

【具体的な取組】 

■ オリンピック・パラリンピックをテーマとした企画の実施 

ミューザ川崎シンフォニーホールや岡本太郎美術館などの文化芸術施設において、

オリンピックやパラリンピックに関連したテーマで魅力ある企画を実施します。 

■ 文化施設やイベント等でのバリアフリープログラムの拡充 

アートセンター映像ホールでのバリアフリー上映会や福祉施設等での公演など、障

害のある人や高齢者も参加しやすいバリアフリープログラムを拡充します。 

■ 多様な主体による文化プログラムの実施 

「かわさきジャズ」や「KAWASAKI しんゆり映画祭」など、大学、文化団体、企

業など市内の多様な主体と連携した文化プログラムを展開し、川崎の魅力を発信しま

す。 

多彩 魅力 多言語     外国人観光客 人気 up  生田緑地 

豊かな自然とともにさまざまな文化施設を有する生田緑地。中でも 2011年 
       藤子 Ｆ 不二雄       多   客様  迎   2015 年 
10 月には来館者が 200 万人 突破 年々海外   来館者 増加      
同ミュージアムでは音声ガイド「おはなしデンワ」による多言語での音声案内を実施 
      機器 貸 出 台数 年間約 53,000 件（2014 年度）  上
ります。 
   日本民家園 日本    本格的 味   施設   外国人観光客 人気 高     

す。2017年 開園50周年 迎  日本民家園   現在外国語       提供        
よる英語ガイドを実施していますが、多言語音声ガイドの導入など、海外からのお客様の「おもてなし」
充実に向けた検討を進めています。 
生田緑地の多彩な地域資源が、東京 2020 大会に向けたインバウンド誘致の呼び水として大きな

役割果たそうとしています。 

○ｃFujiko-Pro
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(５) 先進的な課題解決モデルの発信 

本市がこれまでに培ってきたものづくり技術や集積する高度先端技術を活か

して、成長が期待されるライフサイエンス、環境、福祉などの産業分野を発展

させることにより、超高齢社会の到来や、エネルギー政策の転換、地球環境問

題などのさまざまな課題の解決に向けた取組を行うことで国際社会に貢献する

とともに、持続的な経済成長に寄与する取組を進め、こうした取組を「先進的

な課題解決モデル」として展開し、国内外に広く発信していきます。 

① 先端技術の世界に向けた発信 

世界が直面している課題の解決に貢献するため、本市では、ライフイノベーシ

ョン、グリーンイノベーション、ウェルフェアイノベーションの３つのイノベ

ーションの推進により、先端技術の世界に向けたプレゼンスを示すことができ

るまちとして、さまざまな取組を進めます。 

【具体的な取組】 

■ 殿町国際戦略拠点（キングスカイフロント）の形成 

アルツハイマー病、難治がん、脊椎損傷の治療法、最先端医療ロボットなどの革新

的な医薬品・医療機器の開発や製造により、世界が直面している、超高齢社会等の課

題解決に貢献するとともに、新産業を創出する拠点形成に取り組み、ライフイノベー

ションを推進します。 

〈大会後のレガシー〉 
高度 医療    対応   革新的 医薬品 医療機器 開発   国際
的な課題解決への寄与 
低炭素化の推進による地球環境問題解決への寄与 
新たな福祉製品・サービスの創出による国際的な高齢化の課題解決への寄与 
先端技術に関する世界的なプレゼンス 

～第１期推進期間の具体的な取組～ 
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■ 水素関連技術の普及促進 

水素社会の実現を目指し、再生可能エネルギーと水素を用いた自立型エネルギー供

給システム共同実証事業や使用済プラスチックから製造した水素をパイプラインで輸

送し、純水素型燃料電池で利用する技術実証などさまざまなリーディングプロジェク

トを実施するとともに、国や関係自治体・企業等多様な主体との連携により新たな水

素プロジェクトを創出し、推進します。 

■ 環境先進都市としての特徴と強みを活かした国際社会への貢献 

川崎がこれまで培ってきた優れた環境技術や公害を克服する過程で得られた経験

を活かして、新たな環境技術を作り出すとともに、こうした技術を海外に技術移転す

ることによる国際社会への貢献をめざすグリーンイノベーションの取組を推進します。 

■ 環境配慮型社会の実現に向けた情報発信 

地球温暖化や再生可能エネルギー、ごみなどの資

源循環について、楽しく学ぶことができるかわさき

エコ暮らし未来館や近接するメガソーラー発電所

などにより、環境配慮型社会の実現に向けた情報発

信の取組を進めます。 

■ 福祉製品、サービスの開発企業との連携 

ウェルフェアイノベーションフォーラムの取組などにより、市内中小企業の優れた

技術力などを応用した利用者のニーズに応えた福祉製品の創出や福祉産業の拡大、活

性化のための取組を進めます。 

■ ＩＣＴを活用した快適で利便性の高いまちづくりの推進 

民間事業者と連携したWi-Fi利用エリアの拡大による市内インターネット利用環境

の向上、必要な情報を必要なタイミングで提供するスマートフォンアプリケーション

「かわさきアプリ」を活用した効果的な情報発信、デジタルサイネージの導入などに

より、快適で利便性の高いまちづくりに向けた取組を進めます。 

■ スマートシティの推進 

川崎駅周辺地区スマートコミュニティ事業における「川崎スマートＥＶバス」の

導入をはじめ、地域全体のエネルギーマネジメント実証事業など、エネルギーの最適

利用とＩＣＴ・データの利活用によるスマートシティの実現に向けた取組を進めます。 
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４ かわさきパラムーブメント推進フォーラムの取組 

(１)かわさきパラムーブメント推進フォーラムについて

 ２０２０年、多くの人が同じ舞台を見つめるこの機会に、ほんの少し先のわ

たしたちのまちの未来像も共有しながら、それぞれの立場から「かわさきパラ

ムーブメント」を実践、自分ゴト化する。このフォーラムは市民、団体、企業

等さまざまな主体がつながり、行動を起こすことで、川崎の未来につながる「ム

ーブメント」を創りだすための連携・協働の場として 2015 年１０月に設置

しました。 

 スポーツ、文化、おもてなしなど幅広い分野で活動する市民、企業、団体、

有識者が集い、「かわさきパラムーブメント」推進に向けた取組の検討を進め

ています。東京大会終了後の２０２１年まで継続的に開催する計画です。 

(２)プロジェクトづくりに向けた取組 

推進      出   意見
障害の有無や環境に左右されない、あらゆる人々が身体運動を日常化できる、そんな都
市を目指したい。 
１９６４年 東京        日本 選手団 入場  時 思  涙      
２０２０年 子         感動 与    
                  ２０１６年  施行   障害者差別解消法    
世界が変わるチャンスなんだ、そんな風に思っている。 
                心 動                 川崎 持 魅力的
なリソースを活用することが心を変えるきっかけになる。 
行   店     行    店 行  障害があっても無くても、そんなことがあたりまえ
にできる社会にしたい。 
点でやっているそれぞれの活動が、パラムーブメントというコンセプトで線になり、面になって
いく。そんな展開を図りたい。 
民間    連携               長期的                  
ティー（持続可能性）を根幹に据えた発想が重要。 
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(２)プロジェクトづくりに向けた取組 

かわさきパラムーブメント推進フォーラムでは「かわさきパラムーブメント」

の実践につながるプロジェクトの検討を進めています。 

 2016年度から具体的な検討段階に入る主なプロジェクトについて、そのコ

ンセプトや取組予定をご紹介します。 

 ①アクセシブルシティかわさき     まちづくり 都市の魅力向上 

【検討中の取組内容】 

・車いすユーザー等障害者の視点から、外食や宿泊、観光等に関する情報を取材し、

ぐるなび等のＷＥＢや紙媒体等で情報発信 

・店舗や施設の情報のほか、観光スポットについては障害者にとって最適なアクセス

ルートの調査も実施 

・２０１６年４月に施行される障害者差別解消法への対応に関する事業者向けセミナ

ーを開催

提案委員からのメッセージ 

車いすを使用していると、限られた情報の中から自分が「行きたいお店」ではなく、

「行けるお店」を選ばざるを得ないのが現状です。今日はこんなお店で食事したいな

と思った時に、気軽にそこへ出かけることができる、そんなあたりまえのことが誰の

手にも届くまちづくりを進められるといいですね。 

②パラスポーツやってみるキャラバン

スポーツ振興・健康づくり ひとづくり 

【検討中の取組内容】 

・市内の学校において、パラスポーツを知り、体験する機会「キャラバン」を実施 

・「かわさきパラムーブメント」のモデルとなる全市イベントとしての発展も検討 

提案委員からのメッセージ 

パラスポーツはまだ知名度が低く、その魅力に触れられる機会は多くありません。

子どもに身近な場所である「学校」でパラスポーツが体験できれば、子どもから親へ

そして地域へと理解の輪がつながっていくと思います。このプロジェクトがムーブメ

ント化し、２０２０年東京パラリンピックの会場が満員になることを願っています。 
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③誰でも参加！インクルーシブなカワサキハロウィン 都市の魅力向上 

【検討中の取組内容】 

・大人も子どもも、障害がある人無い人、すべての人が楽しめるハロウィンイベント

の実施 

提案委員からのメッセージ

カワサキハロウィンは国内最大級のハロウィンパレードとして知られています。障害

者は身体的に健常者と異なる部位があるので、仮装ではそんな身体の特徴を活かせる

のでは。例えばフック船長の仮装とかカッコいいですよね。楽しいイベントの中で健

常者と障害者が混ざり合えば、心のバリアも自然に取り除かれていくと思います。 

④宿泊施設のバリアフリー化促進プロジェクト まちづくり 

【検討中の取組内容】 

・市内宿泊施設のバリアフリー化に関する現状調査や・当事者のニーズ把握 

・バリアフリー化補助制度など、事業者によるバリアフリー化を促進するための仕組

みづくりの検討 

提案委員からのメッセージ 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、宿泊施設のバリアフリー化

は全国的な課題。川崎市も例外ではありません。「かわさきパラムーブメント」を東京

大会までの一過性のものではなく、その後も継続可能な形で展開させていくには、民

間事業者との協力体制を築くことが大切だと思います。ビジネスモデルとしても成立

する形で、プロジェクトを推進できると良いですね。 
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（目的及び設置）  

第１条 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「大会」と

いう。）の成功に向け、関係都市等と連携・協力するとともに、本市のスポーツ

文化や経済の振興などを通じて本市の発展を図るため、２０２０東京オリンピッ

ク・パラリンピック かわさきプロジェクト推進本部（以下「推進本部」という。）

を設置する。  

（所掌事務）  

第２条 推進本部は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）スポーツ文化の振興や市内スポーツ施設の活用に関すること。 

（２）大会の円滑な開催の協力に関すること。 

（３）市内への集客、経済・観光振興に関すること。  

（４）オリンピックを契機とした戦略的なまちづくりの推進に関すること。 

（５）前各号に掲げるほか、大会に関連する施策の推進に関すること。  

（組織等）  

第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。  

２ 本部長及び副本部長は、それぞれ市長及び副市長をもって充てる。  

３ 本部長は、推進本部の事務を総理し、推進本部を代表する。  

４ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるとき、又は欠けたときは、

本部長があらかじめ定めた順序によりその職務を代理する。  

５ 本部員は、病院事業管理者、上下水道事業管理者、川崎市事務分掌条例（昭和

３８年川崎市条例第３２号）第１条に掲げる局及び同条例第２条の規定により設

置された本部並びに区役所、交通局、病院局、消防局、教育委員会事務局の長及

び本部長が必要と認める者をもって充てる。 

（会議） 

第４条 推進本部の会議は、必要に応じて本部長が招集し、主宰する。 

２ 本部長は、第１条の目的を達成するため、必要と認めるときは、関係者の出席

を求め、その意見又は説明を聴くことができる。 

（幹事会）  

第５条 推進本部を補佐するため、推進本部に幹事会を置く。  

２ 幹事会は、別表第１に掲げる職にある者をもって構成する。ただし、幹事長が

２０２０東京オリンピック・パラリンピック かわさきプロジェクト 

推進本部設置要綱

参考資料
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必要と認めるときは、他の者を追加することができる。  

３ 幹事会に幹事長及び副幹事長を置き、それぞれ総合企画局都市経営部長及び市

民･こども局市民スポーツ室長をもって充てる。  

４ 幹事会は、幹事長が招集し、会議を主宰する。  

５ 幹事長は、必要に応じて、幹事以外の者を会議に出席させることができる。  

６ 幹事会の中に別表第２に掲げる職にあるものをもって、調整担当を設置する。 

７ 調整担当は、次の職務を分担する。 

（１）部会の設置等に関すること。 

（２）推進本部の計画等の策定及び進行管理に関すること。 

（３）外部関係組織との連絡調整に関すること。 

（部会）  

第６条 幹事長は、必要に応じて幹事会に部会を置くことができる  

２ 部会に部会長を置き、幹事長がこれを指名する。  

３ 部会は、部会長が招集し、会議を主宰する。  

４ 幹事長は、部会相互の調整を行うため、各部会の部会長に対して、合同部会の

開催を求めることができる。  

５ 所掌事務、構成員その他部会の運営に関する事項は、幹事長が別に定める。  

（庶務）  

第７条 推進本部（部会を除く。）の庶務は、総合企画局において処理する。  

（雑則）  

第８条 この要綱に定めるもののほか、推進本部の運営に関し必要な事項は、本部

長が別に定める。  

附 則 

 （施行期日） 

 この要綱は、平成２６年１月２１日から施行する。  
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別表第１ 

幹事長 都市経営部長 

副幹事長 市民スポーツ室長 

幹事 各部会長 

別表第２ 

調整担当 企画調整課長、広域企画課担当課長、行財政改革室担当課長、

財政課担当課長、部会を構成する所属の課長又は担当課長 
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２０２０東京オリンピック・パラリンピックに向けたかわさきプロジェクト外部連

携会議開催運営等要綱 

（趣旨）

第１条 この要綱は、東京オリンピック・パラリンピックに向けたかわさきプロジェクト外部

連携会議（以下「会議」という。）の運営に関し、必要な基本事項を定める。

（目的）

第２条 市長は、東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機として、誰もが暮らしやす

く、多様な主体の協働による新しい社会の構築をめざす「かわさきパラムーブメント」の基

本理念の具現化にあたり、次に掲げる事項について、会議委員の意見を求める。

（１） スポーツ・健康

（２） ダイバーシティ（多様性）

（３） 文化

（４） 地域活動・ボランティア

（５） 社会・経済

（６） エンターテイメント

（７） 福祉

（８） おもてなし

（９） その他、市の発展に資する事柄

（会議の構成者）

第３条 会議は、次に掲げる者で構成する。

（１） 学識経験者

（２） 関係団体代表者

（３） 市民

（開催期間）

第４条 会議の開催期間は、平成２７年１０月１日から平成３３年３月３１日までの期間とし、

必要に応じて開催することとする。

（庶務）

第５条 会議の庶務は、総合企画局都市経営部企画調整課において処理する。

附 則

この要綱は、平成２７年１０月１日から施行する。

参考資料

（かわさきパラムーブメント推進フォーラム要綱）
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参考資料
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かわさきパラムーブメント推進ビジョン（案） 

平成２８（２０１６）年２月 

総合企画局都市経営部企画調整課 

TEL 044(200)0564 

FAX 044(200)0401 

E-mail 20kityo@city.kawasaki.jp 



資料３

「かわさきパラムーブメント推進ビジョン案」に関する意見募集 

 東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機とした、誰もが暮らしやすいまちづ

くりを進めていくため、東京大会に向けた本市の取組の方向性や目指すべきレガシーを明

らかにし市民の皆様と共有するとともに、取組を計画的に進めていくため、「かわさきパラ

ムーブメント推進ビジョン案」を取りまとめましたので、市民の皆様からの御意見を募集

します。

１ 意見募集の期間 

平成２８年２月１６日（火）～平成２８年３月１６日（水） 

※郵送の場合は、当日消印有効です。 

 ※持参の場合は、午前８時３０分から午後５時１５分まで（土曜日・日曜日・祝日を除く）にお持ちください。

２ 資料の閲覧場所 

（１） 総合企画局都市経営部企画調整課（川崎市役所第３庁舎１１階）

（２） 各区役所・支所及び出張所の閲覧コーナー、各市民館、各図書館

（３） 情報プラザ（川崎市役所第３庁舎２階）

（４） 市ホームページ

３ 意見の提出方法 

 郵送、持参、FAX、市ホームページのフォームメールにて御意見をお寄せください。御意見には、題

名、氏名及び連絡先（電話番号、メールアドレス又は住所）を記入（書式は自由）してください。 

（１） 郵送・持参

〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地

川崎市総合企画局都市経営部企画調整課（川崎市役所第３庁舎１１階）

（２） ファックス

０４４－２００－０４０１（総合企画局都市経営部企画調整課）

（３） ホームページ 

市ホームページのパブリックコメント専用ページから送信

４ その他 

 ※意見書の氏名及び連絡先は、意見内容を確認させていただく場合があるため記載をお願いするもの

です。他の目的には利用せず、適正に管理します。 

 ※お寄せいただいた御意見に対して個別には回答しませんが、市の考え方を内容ごとに整理・要約し、

後日、市のホームページ等で公表します。 

【問合せ先】 

 川崎市総合企画局都市経営部企画調整課 

 電話：044-200-0564 ＦＡＸ：044-200-0401 

 E-mail：20kityo@city.kawasaki.jp 


